
第５５９号２０１７年（平成２９年）４月１５日 ニ　ュ　ー　ス　専　修（5）

文
学
部
哲
学
科
公
開
講
座
　

哲
学
と
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア

ー
ツ
第
３
回
「
音
の
哲
学
に

向
け
て
」

　
事
前
申
し
込
み
必
要
、
先

着
２
０
０
人
。
入
場
無
料
。

▽
日
時

４
月
23
日
（
日
）

14
時
30
分
開
場
15
時
開
演
▽

場
所

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
２

号
館
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ス
タ
ジ

オ
２
０
２
▽
出
演

ペ
ー
タ

ー
・
ブ
ロ
ッ
ツ
マ
ン
（
テ
ナ

ー
サ
ッ
ク
ス
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
）、
ポ
ー
ル
・
ニ
ー
ル
セ

ン
・
ラ
ブ
（
ド
ラ
ム
ス
）、

近
藤
等
則
（
エ
レ
ク
ト
リ
ッ

ク
・
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
）
▽
ト

ー
ク
・
司
会

伊
吹
克
己
文

学
部
教
授
、
金
子
洋
之
同
教

授旴
金
子
教
授
　E-mail:hka

neko@isc.senshu-u.ac.

jp法
学
部
１
４
０
回
連
続
講
演

会
（
２
０
１
７
年
度
前
期
）

　
創
立
１
４
０
年
に
向
け
て

連
続
開
講
し
て
い
る
公
開
講

演
会
は
３
年
目
に
突
入
。
17

年
度
前
期
は
法
学
部
の
教
員

を
は
じ
め
、
２
０
１
６
年
に

大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課

程
を
修
了
し
た
元
栃
木
県
警

察
学
校
長
の
細
谷
芳
明
氏
、

元
文
学
部
教
授
で
自
由
民
権

運
動
が
専
門
の
新
井
勝
紘
氏

ら
が
多
彩
な
テ
ー
マ
を
論
じ

る
。
事
前
申
し
込
み
不
要
、

入
場
無
料
。
17
年
度
前
期
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
次
の
通

り
。

▽
期
間

５
月
９
日
〜
７
月

25
日
の
火
、
金
と
一
部
土
曜

日
（
５
月
20
日
、
７
月
１

日
）
▽
時
間

火
曜
日
18
時

15
分
〜
19
時
45
分
／
金
曜
日

19
時
〜
20
時
30
分
／
５
月
20

日
13
時
５
分
〜
14
時
35
分
、

14
時
50
分
〜
16
時
20
分
／
７

月
１
日
14
時
50
分
〜
16
時
20

分
▽
場
所

神
田
キ
ャ
ン
パ

ス
５
号
館
５
４
１
教
室

※
講
演
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
参
照

旴
神
田
教
務
課
☎
03
・
３
２

６
５
・
５
８
４
３

経
済
学
部
国
際
経
済
学
科
公

開
講
座
「
Ｂ
ｒ
ｅ
ｘ
ｉ
ｔ
、

ト
ラ
ン
プ
政
権
誕
生
、
そ
し

て
国
際
経
済
」

　
英
国
民
投
票
で
の
Ｅ
Ｕ
離

脱
支
持
（
Ｂ
ｒ
ｅ
ｘ
ｉ
ｔ
）

派
の
勝
利
や
米
国
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
の
誕
生
が
国
際
経
済

に
与
え
る
影
響
な
ど
を
探

る
。
入
場
無
料
。

▽
日
時

５
月
20
日
〜
６
月

24
日
の
毎
週
土
曜
日
全
６

回
。（
１
回
だ
け
の
受
講
も

可
）
10
時
45
分
〜
12
時
15
分

▽
場
所

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

10
号
館
１
０
１
０
３
教
室
▽

講
師

永
島
剛
教
授
／
鈴
木

直
次
教
授
／
狐
崎
知
己
教
授

／
大
橋
英
夫
教
授
／
野
口
旭

教
授
／
枡
田
大
知
彦
准
教
授

▽
申
し
込
み

４
月
17
日

（
月
）
〜
５
月
17
日
（
水
）、

教
務
課
（
経
済
学
部
担
当
）

「
国
際
経
済
学
科
公
開
講
座

係
」
☎
０
４
４
・
９
１
１
・

１
２
５
７
　E-mail:ekyom

u@acc.senshu-u.ac.jp

　
専
修
大
学
図
書
館
は
３

月
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
向
井

信
夫
文
庫
」
の
冊
子
体
目
録

を
刊
行
し
た
。
本
館
・
神
田

分
館
で
所
蔵
。
あ
わ
せ
て
専

修
大
学
学
術
機
関
リ
ポ
ジ
ト

リ
（
Ｓ
Ｉ
｜
Ｂ
ｏ
ｘ
）
で
全

文
を
公
開
し
て
い
る
。

　
同
文
庫
は
、
江
戸
期
和
本

収
集
家
で
あ
っ
た
故
向
井
信

夫
氏
（
１
９
１
６
〜
93
年
）

が
集
め
た
戯
作
（
江
戸
後
期

の
小
説
）
な
ど
約
４
０
０
０

作
、
約
１
万
４
０
０
冊
の
和

本
と
、
明
治
期
以
降
に
刊
行

さ
れ
た
図
書
約
４
６
０
０

冊
、
雑
誌
21
誌
約
２
８
０
冊

か
ら
成
る
。
２
０
０
９
年
に

本
学
に
移
譲
さ
れ
た
。

　
戯
作
か
ら
漢
詩
文
、
狂
詩

・
狂
文
、
考
証
随
筆
な
ど
内

容
豊
富
。
戯
作
で
は
、
絵
を

中
心
に
仮
名
で
筋
が
書
き
込

ま
れ
た
草く

さ

双ぞ
う

紙し

と
、
漢
文
調

で
書
か
れ
た
知
識
人
向
け

の
小
説
で
あ
る
読よ

み

本ほ
ん

が
充

　
経
営
学
部
の
学
部
長
賞
の

表
彰
式
が
３
月
21
日
に
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
。

優
秀
賞
28
人
に
蔡

錫
学
部

長
か
ら
賞
状
が
贈
ら
れ
た
。

　
情
報
処
理
に
関
す
る
国
家

資
格
「
応
用
情
報
技
術
者
試

験
」
に
合
格
し
た
高
野
早
悠

里
さ
ん
（
４
年
次
）
と
五
十

嵐
弘
貴
さ
ん
（
３
年
次
）

は
、
大
曽
根
匡
ゼ
ミ
に
所

属
。
基
本
情
報
技
術
者
試
験

の
合
格
を
目
指
す
同
ゼ
ミ
に

入
り
、「
基
本
」
合
格
を
経

て
、
合
格
率
約
20
％
の
「
応

用
」
を
突
破
。
高
野
さ
ん
は

都
内
の
Ｉ
Ｔ
企
業
に
就
職

し
、「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
な
り
た

い
」
と
話
す
。

　
表
彰
式
に
先
立
ち
茶
話
会

が
開
か
れ
、
大
柳
康
司
教
授

が
受
賞
者
と
歓
談
し
た
。

　
そ
の
他
の
受
賞
者
は
次
の

通
り
。
（
敬
称
略
。
カ
ッ
コ

内
は
表
彰
時
の
学
年
・
ゼ
ミ
）

【
第
13
回
神
奈
川
産
学
チ
ャ

レ
ン
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
最
優
秀

賞
】
乾
優
花
、
川
端
将
敬
、

尾
形
知
香
、
滝
口
美
憂
（
以

上
３
・
関
根
純
ゼ
ミ
）
▽
荒

井
り
ら
、
宮
瀧
葵
、
野
口
桃

那
、
宮
下
太
希
（
以
上
３
・

森
本
祥
一
ゼ
ミ
）
▽
川
瀬
拳

太
、
杉
浦
瑞
萌
、
大
矢
純

輝
、
藤
井
貴
子
（
以
上
３
・

間
嶋
崇
ゼ
ミ
）
▽
内
野
浩

輔
、
横
内
あ
り
沙
、
佐
藤
桜

子
（
以
上
３
・
馬
塲
杉
夫
ゼ

ミ
）

【
第
１
回
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン

グ
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
最
優

秀
賞
】
及
川
尚
人
、
石
井
亜

季
、
浦
田
千
夏
、
木
村
美
由

来
、
福
岡
美
咲
、
山
本
貴
文

（
以
上
３
・
一
ノ
宮
士
郎
ゼ

ミ
）

【
ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
ス
の
世
界

大
会
（
略
称
Ｂ
Ｏ
Ｔ
Ｙ
）
優

勝
】
秋
山
悟
（
４
）

【
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
部
】

近
藤
太
郎
▽
土
屋
良
輔
（
以

上
４
）

【
ス
キ
ー
部
】
馬
場
直
人

（
２
）

【
卓
球
部
】郡
山
北
斗（
２
）

就
職
課
か
ら

　〈
３
年
次
生
へ
〉
Ｓ
Ｐ
Ｉ

試
験
対
策
講
座
受
講
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期

に
実
施
す
る
の
に
は
意
味
が

あ
り
ま
す
。
先
手
必
勝
、
受

講
し
て
損
は
あ
り
ま
せ
ん
。

早
め
に
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
。

　〈
４
年
次
生
へ
〉
大
手
企

業
ば
か
り
見
て
い
ま
せ
ん

か
？
　
日
本
企
業
の
99
％
を

占
め
る
中
小
企
業
の
中
に

は
、
世
界
的
シ
ェ
ア
が
高
か

っ
た
り
、
競
合
他
社
が
極
端

に
少
な
か
っ
た
り
す
る
企
業

が
あ
り
ま
す
。

　
４
月
18
日
（
火
）
〜
24
日

（
月
）
に
は
、
サ
テ
ラ
イ
ト

キ
ャ
ン
パ
ス
に
中
小
企
業
が

約
70
社
集
ま
り
、
合
同
企
業

説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。
物

流
、
農
業
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ン
、
Ｉ
Ｔ
な
ど
、
幅

広
い
業
種
・
職
種
に
出
合

え
ま
す
。「
興
味
が
な
い
か

ら
」
で
は
な
く
、「
興
味
を

持
て
る
か
も
し
れ
な
い
」
企

業
を
見
つ
け
て
、
希
望
の
就

職
を
か
な
え
て
く
だ
さ
い
。

が
、
そ
の
中
で
、
自
ら
の
手

で
自
ら
の
地
域
を
興
そ
う
と

自
助
の
精
神
を
発
揮
し
、
熱

い
情
熱
と
真し

ん

摯し

な
姿
勢
で
地

方
創
生
に
取
り
組
む
方
々
と

数
多
く
出
会
い
、
大
変
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。

　
地
域
社
会
を
刺
激
し
活
性

化
し
て
い
る
の
は
、「
ヨ
ソ

モ
ノ
、
ワ
カ
モ
ノ
、
バ
カ
モ

ノ
」
で
あ
る
と
、
し
ば
し
ば

言
わ
れ
ま
す
が
、
私
が
視
察

を
通
じ
て
お
会
い
し
た
地
域

で
い
き
い
き
と
活
躍
さ
れ
て

い
る
方
も
、
大
都
市
圏
に
進

学
・
就
職
し
た
後
、
Ｕ
タ
ー

ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
、
Ｊ
タ
ー
ン

し
た
若
者
が
多
く
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
大
学
卒
業
後
の
進

路
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
皆

さ
ん
、
初
め
か
ら
何
と
な

く
、
東
京
で
就
職
す
る
と
い

う
選
択
肢
だ
け
に
限
っ
て
い

な
い
で
し
ょ
う
か
。
東
京
圏

へ
の
一
極
集
中
の
状
況
は
変

わ
ら
ず
、
残
念
な
が
ら
、
通

勤
時
間
、
住
宅
価
格
、
待
機

児
童
に
表
れ
て
い
る
保
育
サ

ー
ビ
ス
、
さ
ら
に
は
高
齢
者

介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
生
活

環
境
面
で
多
く
の
問
題
が
生

じ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
地
方
に
は
、
豊
か

な
自
然
、
固
有
の
歴
史
・
文

化
・
伝
統
、
特
色
あ
る
農
水

産
物
な
ど
、
地
元
出
身
者
も

見
落
と
し
が
ち
な
魅
力
が
あ

り
ま
す
。
働
き
方
も
含
め
て

高
度
経
済
成
長
期
の
よ
う
な

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
つ
め

直
し
、
地
方
で
生
活
す
る
、

そ
し
て
、
地
域
社
会
に
貢
献

し
、
自
己
実
現
を
図
る
、
と

い
う
道
も
、
今
後
の
人
生
の

有
力
な
選
択
肢
だ
と
思
い
ま

す
。

　
首
都
圏
出
身
の
大
学
生
は

も
ち
ろ
ん
、
地
方
出
身
の
大

学
生
も
、
地
方
の
「
し
ご

と
」
に
不
安
を
覚
え
る
こ
と

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
昨
年
10
月
に
、

全
国
の
大
学
と
地
方
公
共
団

体
の
連
携
促
進
を
目
的
と
し

た
「
地
方
創
生
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」

を
立
ち
上
げ
、
産
官
学
を
挙

げ
て
、
地
方
企
業
で
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
全
国
展
開

を
支
援
し
て
お
り
ま
す
。
地

方
で
の
就
業
体
験
に
よ
っ

て
、
地
方
企
業
な
ら
で
は
の

や
り
が
い
な
ど
、
そ
の
魅
力

を
発
見
・
再
発
見
し
、
選
択

肢
の
幅
を
広
げ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
自
ら
の
手
で
自
ら
の
未
来

を
切
り
拓
く
た
め
に
は
、
知

識
を
身
に
つ
け
る
と
同
時

に
、
多
様
な
経
験
を
積
み
、

経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
知
恵

へ
と
昇
華
さ
せ
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
専
修
大
学
の
大
学

生
の
皆
さ
ん
が
、
よ
り
一
層

充
実
し
た
大
学
生
活
を
送
ら

れ
る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　
末
筆
な
が
ら
、
専
修
大
学

の
更
な
る
ご
発
展
と
、
日
頃

か
ら
大
学
運
営
に
ご
尽
力
さ

れ
て
い
る
教
職
員
、
保
護

者
、
Ｏ
Ｂ
等
の
関
係
者
の
皆

さ
ま
の
ご
多
幸
を
祈
念
い
た

し
ま
し
て
、
私
の
挨あ

い

拶さ
つ

と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
専
修
大
学
の
大
学
生
の
皆

さ
ん
、
ご
入
学
・
ご
進
級
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
地

方
創
生
担
当
大
臣
の
山
本
幸

三
で
す
。
少
子
高
齢
化
に
歯

止
め
を
か
け
、
地
域
の
人
口

減
少
と
地
域
経
済
の
縮
小
を

克
服
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て

成
長
力
を
確
保
す
る
べ
く
、

「
地
方
創
生
」
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

　
昨
年
８
月
の
大
臣
就
任
以

来
、「
地
方
創
生
」
と
は
地

方
の
平
均
所
得
を
上
げ
る
こ

と
だ
と
簡
単
に
定
義
す
る
と

と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
地
方
が

自
ら
の
ア
イ
デ
ア
と
工
夫
で

自
ら
の
未
来
を
切
り
拓ひ

ら

く

「
自
助
の
精
神
」
が
重
要
だ

と
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

全
国
70
市
町
村
、
１
６
０
カ

所
の
地
方
創
生
の
取
り
組
み

を
視
察
し
て
ま
い
り
ま
し
た

【地方創生インターンシップポータルサイト】　　http://www.kantei.go.jp/jp/singi/sousei/internship/

地方創生担当大臣

地
方
創
生
の
世
に
立
つ
あ
な
た
へ

向井文庫代表作の一つ『児雷也豪傑譚』

出
席
し
た
受
賞
者
の

皆
さ
ん

江
戸
戯
作
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

「
向
井
文
庫
」の
冊
子
体
目
録
刊
行

Ｓ
Ｐ
Ｉ
対
策
先
手
必
勝

経営学部長賞表彰　優秀賞28人公
開
講
座
情
報

　
本
学
独
自
の
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

「
課
題
解
決
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
の
募

集
説
明
会
が
４
月
８
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
か
れ
た
。
６
７
７
人
の
学
生
で
会
場
は

立
ち
見
が
出
る

盛
況
ぶ
り
だ
っ

た
。
申
し
込
み

締
め
切
り
は
４

月
18
日（
火
）
だ

が
、
一
部
は
25

日（
火
）
。
詳
細

は
キ
ャ
リ
ア
デ

ザ
イ
ン
セ
ン
タ

ー
事
務
課
へ
。

課題解決型インターンシップ
 参加者募集中

　
図
書
館
は
春
の
企
画
展

「
世
界
の
美
し
い
書
物
た
ち

｜
西
洋
中
世
の
写
本
か
ら
ウ

ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
ま
で

｜
」
を
開
催
す
る
。
本
学
所

蔵
の
貴
重
書
か
ら
展
示
。
天

地
創
造
か
ら
14
世
紀
中
葉
ま

で
の
人
類
の
歴
史
を
叙
述
し

た
歴
史
書
『
ポ
リ
ク
ロ
ニ
コ

ン
』の
彩
色
写
本
、英
国
の
私

家
版
運
動
が
も
た
ら
し
た
世

界
で
最
も
美
麗
な
書
物
の
一

つ『
チ
ョ
ー
サ
ー
作
品
集
』
な

ど
貴
重
な
作
品
が
そ
ろ
う
。

▽
期
日

５
月
８
日（
月
）〜

６
月
２
日（
金
）〔
日
曜
を
除

く
〕
▽
時
間

月
〜
金
曜
日

11
〜
16
時
、
土
曜
日
10
〜
13

時
▽
会
場

図
書
館
本
館
研

修
室
（
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
９

号
館
３
階
）
※
入
場
無
料
旴

専
修
大
学
図
書
館
☎
０
４
４

・
９
１
１
・
１
２
７
４

実
し
て
お
り
、『
南
総
里
見

八
犬
伝
』（
曲
亭
馬
琴
作
）
や

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た

『
偐に

せ
む
ら
さ
き
い
な
か
げ
ん
じ

紫
田
舎
源
氏
』（
柳
亭
種

彦
作
）
な
ど
当
時
の
人
々
が

熱
中
し
た
作
品
が
そ
ろ
う
。

　
目
録
は
「
Ⅰ.

江
戸
期
和

本
編
」「
Ⅱ.

江
戸
期
和
本
編

（
索
引
）」「
Ⅲ.

図
書
編
」の
３

分
冊
で
構
成
さ
れ
る
。
図
書

館
で
は
同
文
庫
を
広
く
研
究

や
展
示
に
活
用
。
す
で
に
本

学
オ
ン
ラ
イ
ン
蔵
書
目
録
Ｏ

Ｐ
Ａ
Ｃ
で
資
料
の
情
報
が
公

開
さ
れ
て
い
る
が
、
冊
子
体

目
録
の
刊
行
に
よ
り
向
井
文

庫
の
全
容
が
一
覧
で
き
る
。

　

図
書
館
春
の
企
画
展 

５
月
８
日
か
ら


